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標
準
小
作
料
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
農
業
委
員
会
で
は

先
般
、
小
作
料
協
議

会
の
答
申
に
も
と
ず

き
標
準
小
作
料
を
改

訂
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
標
準
小
作
料

と
は
、
昭
和
四
五
年

十
月
一
日
の
改
正
農

農地の区分 小作料の標準額

田の部 円

1級地 29，000

2級地 26，000

3級地 18，000

4級地 10，000

畑の部

1級地 9，000

2級地 6，000

3級地 3，000

地
法
施
行
日
現
在
に
お
し
て
、
す
で
に

権
利
が
設
定
さ
れ
て
い
る
小
作
地
に
つ

い
て
は
昭
和
五
五
年
九
月
．
．
一
卜
日
ま
で

の
十
年
間
に
限
っ
て
小
作
料
統
制
が
残

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
改
正
以
後
の
契

約
に
つ
い
て
は
相
対
契
約
と
い
う
こ
と

で
自
由
を
認
め
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

耕
作
者
の
経
営
の
安
定
を
阻
害
し
な
い

水
準
で
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
農
業
委
員

会
が
適
正
な
る
小
作
料
の
目
安
と
し
て

「
小
作
料
の
標
準
額
」
を
定
め
、
高
い

小
作
料
契
約
に
つ
い
て
は
そ
の
減
額
を

勧
告
し
う
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
標
準
小
作
料
制
度
と
い
い
、
そ

の
標
準
額
に
つ
い
て
昭
和
四
九
年
度
に

第
一
回
の
改
訂
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
二

年
を
経
過
し
た
の
で
次
の
通
り
第
．
一
回

目
の
改
訂
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
適
用
は
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

　
畑
の
農
地
区
分
に
つ
し
て
は
お
お
む

ね
田
の
農
地
区
分
に
準
ず
る
が
、
田
の

一
一
級
地
を
一
級
地
、
．
。
一
級
地
を
．
．
級
地
、

四
級
地
を
、
、
、
級
地
と
よ
み
か
え
る
。

又
、
倉
ド
、
ヒ
倉
、
清
田
山
、
田
代
、

西
方
、
西
田
尻
、
鷹
羽
は
↓
、
一
級
地
と
す

る
。
適
用
区
域
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は

農
業
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
ド
さ
い
。

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　
　
　
　
　
　
が
開
か
れ
ま
す

　
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査
会
が
次
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

◎
長
岡
会
場
（
厚
生
会
館
）
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潟
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潟
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◎
時
間

各
会
場
、
期
日
と
も
午
前
卜
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
三
時
迄

、

中
里
文
芸
三
月
投
稿

▽
俳
句

雪
に
晒
す
越
後
盤
布
や
春
嵐

　
　
　
　
　
　
堕
’
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎
石

香
り
よ
し
苦
み
も
あ
り
て
蕗
効
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢
雪

病
癒
え
て
長
閉
奮
庭
を
歩
宵
き
見
る

　
　
　
　
　
、
5
、
．
　
　
　
海
　
人

陽
春
の
香
を
漂
わ
す
舗
装
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
追
　
風

梅
楽
し
今
大
宰
府
に
転
勤
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
山

消
雪
の
遅
々
種
ヂ
選
ぶ
南
縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
毒
泉

葎
雷
や
昨
日
の
富
士
の
あ
り
ど
こ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
巳

御
矯
、
嫉
翻
．
熱
鷲
涯
．
．
．
．
讐
ブ

蕊毒欝

蝶
生
ゲ
・
場
春
・
鑓
馨

祝
ぎ
唄
の
蕗
限
り
癒
く
咲
か
し
め
篠
趨
協
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
涌
井
　
タ
カ

　
　
　
　
　
㌔
、
、
涼
奪

朝
光
り
み
の
癒
し
ゆ
れ
て
旅
立
ち
ぬ
、

　
　
　
　
　
　
　
撫
　
菊
、
華

雪
愛
鶏
雛
簿
滋
り
ご
と

　
　
　
㌦
　
蕊

　
　
　
穐
　
　
　
　
　
　
由
認

　
　
糠
　
　
　
　
　
轡

籠
持
穐
て
こ
ぼ
れ
て
も
よ
い
ぽ
ど
磁
∞
∞
灘
饗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

轟
由
の
講
春
の
息
吹
き
し
虹
臼

　
　
　
　
　
　
、
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
　
　
　
　
し

雪
ち
ら
り
ぢ
ら
墜
竹
に
も
柳
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
習
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ロ
　
ぎ
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憾
協
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湾
杖
於
珍
κ
博
漂
‡
‡
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‡
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◎
持
参
す
る
も
の

ω
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣

　
類

捌
所
轄
警
察
署
か
ら
交
付
を
受
け
た
銃

　
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
受
理
証

剃
登
録
手
数
料

　
　
　
　
一
件
に
つ
き
五
、
白
円

凶
印
鑑
　
　
人
生
往
来

◎
産
声

桑
原
照
美
　
義
博
　
清
田
山

富
井
美
書
　
秀
智
　
市
之
越

桑
原
　
瞳
　
直
幸

服
部
　
　
泉
　
　
正
　
一

吉
楽
せ
つ
子
　
　
隆
　
司

斎
喜
稚
俊
　
稚
基

占
楽
洋
一
　
　
勉

南
雲
　
由
香
　
　
信
　
雄

藤
ノ
木
里
史
　
利
直

桑
原
　
啓
吾
　
　
今
朝
治

山
本
か
お
る
　
安
雄

高
橋
智
子
　
卓
二

◎
高
砂
緬
獅
墾
　
田葎東小重宮倉h如田
　　田　　　　　　 来
中沢尻出地中俣　山 寺代

重
地

津
南
町

友
は
来
で
笑
い
の
渦
を
ま
き
ゆ
か
ん
．

　
　
人
そ
継
脳
蛍
－
磯
盤
護
瞭
を
見
し

非
㌻
轟
蟹

　
　
喪
、
謬
乾
鰭
蓼
欝
ぬ

　
　
聯
　
　
　
．
鑑
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
黎
マ
子

数
難
鋸
の
割
れ
　
り

　
　
　
光
た
．
、
雌
膿
で
蕗
の
と
う
萌
ゆ

　
　
　
擬

　
　
　
攣
　
　
　
　
山
本
　
ケ
ン

過
疎
の
村
吹
雪
㊧
中
を
歩
み
ゆ
く

　
　
　
沈
黙
と
雪
と
謝
響
れ
が
重
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
　
幸
子

◎
昇
天

大
島
　
稼
平

樋
口
壽
占

岡
村
　
ケ
ン

高
野
軍
治
郎

通
』
　
木
平

仁
ー
　
　
季
、

樋
ロ
　
セ
ツ

樋
ロ
キ
ユ
エ

（
八
五
）

（
七
七
）

（
六
七
）

（
3

（
七
一
）

（
五
八
）

（
六
五
）

　
先
月
号
の
産
声
欄
中
、
父
の
名
で

丘
平
治
」
　
「
キ
ク
エ
」
　
「
博
」

は
そ
れ
ぞ
れ
「
信
孝
」
　
「
茂
夫
」

」
の
誤
り
で
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

芋
　
沢

桔
梗
原

山
　
崎

白
羽
毛
下
溝

小
　
原
F
溝

　
　
「

と
あ
る

　
「
進
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私たちの村
人　口 7，266（一46〉

男 3，601（一24）

女 3，665（一22）

世帯数 1，660（一9）

獲一讐詳酵筆

騒
＝
讐
＝
ニ
ニ
　
護

＝
塑
．
二

　
　
　
　
　
　
動

フ

壽
．
皿

発行所

3月31日現在％

新潟県中魚沼郡

中里村公民舘

毎月1回25日

定価1部5円
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，
8
－
8
9
1
1
1
1
1
1
」

“
鱗
、

一、’

▼
長
か
っ
た
冬
が
終
っ
た
。

身
近
か
に
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
と
、
雪

の
中
の
生
活
が
遠
い
昔
の
事
だ
っ
た
様

に
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。

そ
れ
ほ
ど
に
春
は
人
々
の
心
を
満
た
し

て
く
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
季
節
な
の
で

あ
ろ
う
。
　
「
雪
が
消
え
れ
ば
越
路
の
春

は
…
…
…
わ
し
が
心
の
花
も
咲
く
凶

重
い
雪
を
は
ね
の
け
て
一
度
に
咲
き
ほ

こ
る
花
々
に
情
を
か
よ
わ
せ
て
つ
く
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
の
歌
に
、
雪
国
の

人
々
の
春
へ
の
心
情
を
感
ぜ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。

冬
か
ら
春
へ
の
躍
動
感
、
美
し
い
草
木

や
情
景
に
と
け
こ
む
人
々
の
心
、
冬
か

ら
の
贈
り
も
の
の
山
菜
…
…
。

四
季
の
変
化
に
恵
ま
れ
た
日
本
に
あ
っ

て
、
雪
国
の
春
は
特
に
素
晴
ら
し
い
と

い
わ
れ
る
所
以
で
は
な
か
ろ
う
か
。

▼
四
月
四
日
、
村
内
の
各
小
呂
．
r
校
で
人

学
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

田
沢
小
四
八
名
、
高
道
山
小
卜
、
．
．
名
、

倉
俣
小
－
r
丘
名
、
清
津
峡
小
ヒ
名
、
上

倉
分
校
．
．
、
名
、
貝
野
小
卜
．
互
名
。

そ
れ
に
球
川
分
校
委
託
児
童
、
名
の
あ

わ
せ
て
百
．
、
名
の
新
一
年
生
が
誕
生
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
村
内
の
小
幽
、
r
生
は
六
〇
五
名
。

　
中
呂
．
r
に
は
新
．
年
生
が
．
．
．
．
．
名
人

学
。
全
体
で
．
．
．
．
κ
ヒ
名
に
な
り
ま
し
た
。
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▽
通
り
山
地
内
に
建
設
中
で
あ
っ
た
、
南
保
育
所
が
こ
の
ほ
ど
完
成
。
△

　
▽
去
る
四
月
十
一
日
に
開
所
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
保
育
所
に
△

　
　
▽
は
上
山
、
荒
屋
、
山
崎
、
通
り
山
、
桔
梗
原
、
芋
川
新
田
、
高
道
山
△

　
　
　
▽
朴
木
沢
、
市
之
越
、
台
羽
毛
、
程
島
、
東
田
尻
の
各
部
落
か
ら
未
満
△

　
　
　
　
▽
児
八
名
、
三
才
児
十
八
名
、
四
才
児
三
九
名
、
五
才
児
三
四
名
、
全
△

　
　
　
　
　
▽
体
で
九
九
名
が
入
所
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

覇惣　保育所正面↑

←2階廊下
　　　　　保育室→

ご
存
知
で
す
か

　
　
　
国
民
年
金
の
免
除
制
度

　
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
来
景
気
が
停
滞

し
、
不
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
み
な

さ
ん
の
中
に
“
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
る
ゆ
と
り
が
な
い
”
と
い
う
人
は
い

ま
せ
ん
か
。
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
奨
来
の
年
金
受
給
の
条
件
と

し
て
決
め
ら
れ
た
期
間
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
間
に

失
業
し
た
り
、
災
害
に
あ
っ
た
り
し
て

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
に
は
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
免
除
を
う
け
る
に
は
、
知
事
に
国

民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
を
提
出
し

て
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
た
と
え
ば
、
五
十
三
年
度
分
ま
る

ま
る
免
除
を
受
け
た
い
と
い
う
場
合
は

七
月
三
十
一
日
迄
に
手
続
き
を
取
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
こ
の
手
続
き
を
怠
り
、
保
険
料

お
知
ら
せ

　
　
　
　
i
水
道
－

　
こ
の
ほ
ど
中
央
水
道
配
水
池
増
設
工

事
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
建
設
資
金
の
一
部
は
皆
様
の
年
金

積
立
金
還
元
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

皆
様
の
施
設
で
す
、
大
切
に
い
た
し
ま

を
滞
納
し
て
お
く
と
将
来
年
金
を
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
尚
、
免
除
を
受
け
た
期
間
の
年
金
額

は
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
吉
と
な
り
、

年
金
を
受
け
る
時
不
利
に
な
り
ま
す
が
、

追
納
と
い
っ
て
免
除
を
受
け
て
か
ら
十

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
そ
の
当
時
の
保
険

料
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
追
納
す
れ
ば
年
金
額
は
保
険
料
を
納

め
て
い
た
人
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。
）

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
早
め
に

手
続
き
を
と
っ
て
下
さ
い
，
。

水道料金改正表

改　正　料　金 旧　　料　　金

基本料金
超過料金
基本料金

超過料金

基本水量 料金 基本水量 料金

10㎡ 600円

1㎡増す

ごとに

70円

10㎡ 400円

1㎡増す

ごとに

60円

※基本料金は4月分の料金から適用します。

　超過料金は5月、メーター検針をした後に適用します。

し
ょ
う
。

　
尚
、
水
道
使
用
料
金
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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人
事
異
動

　
村
で
は
四
月
一
日
付
で
収
入
役
、
一

般
職
員
の
人
事
異
動
を
発
表
。

収
入
役
に
は
志
田
前
収
入
役
の
後
任
に

鈴
木
敏
雄
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
又
、
教
育
委
員
人
事
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
長
に
鈴
木
寛
栄
さ
ん
、
教
育

長
に
村
山
軍
英
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
四
月

六
日
、
四
月
十
七
日
付
で
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
一
般
職
員
に
つ
い
て
は
新
採
用

職
員
、
同
一
課
内
の
昇
任
を
合
わ
せ
て

四
十
三
名
が
異
動
。
主
任
以
上
の
異
動

及
び
新
採
用
は
次
の
通
り
で
す
。
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）
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教
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員
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樋
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秀
一
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産
業
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同
課
）
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同
課
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兼
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産
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▽
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補
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兼
苗
場
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係
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涌
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昌
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（
同
課
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農
業
振
興
係
長

　
　
　
　
　
　
阿
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（
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課
）
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国
土
調
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（
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保
健
衛
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係
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倉
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田
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課
）
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登
（
新
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用
）

1
教
職
員
i転 出 者 転 入 者

転 出　　先 旧 任　　校
学校名 職名 ・氏　名

所在地 学校名
職名 氏　名

所在地 学校名

田沢小 教諭 西条　昌治 長　　岡 深　沢　小 教諭 藤田　末作 十日町
水　沢　中

〃 藤井藤夫 大和町 藪　神　小 〃 大島康三 〃 吉　田　小

〃 関口　清剛 津南町 外　丸小 〃 大島　隆子 〃 東　　小
〃 中川　啓子 豊　　栄 早　通　小 〃 福原篤子 新採用
ウ 野島　尚美 川西町 仙　田　小
養教 志賀洋ヂ 期聞満了 養教 山本信子 臨時採用

高道山小 校長 南雲源二 塩沢町 第二上田小 校長 田中　正巳 新大教 高田附属小

教頭 内山 一良 津南町 上　郷　小 教頭 持田桂三 高柳町 高　柳小
教諭 北村克躬 小千谷 吉　谷　小 教諭 十嵐多寿衛 塩沢町 舞　子　小

窒蓼 鈴木恵美子 臨時採用

倉俣小 教諭 高橋恒彦 柏　　崎 大　洲　小 教諭 酒井敬郎 長　　岡 栖　吉小
〃 島倉　敏男 新　　潟 松　浜小 〃 若井　利信 津南町 下船渡小
〃 東　　文雄 十日町 西　　小 〃 小林裕美 小干谷 山　谷　小

窒黎 山本　潮 臨時採用

貝野小 校長 市村真人 中里村 田　沢中 校長 村山　芳正 柏　　崎 第一中
清津峡小 養教 久保田みさい 塩沢町 石打小 養教 西川　正代 臨時採用
田沢中 校長 松井恒久 十日町 西　　小 校長 市村真人 中里村

貝　野　小

教頭 須藤重夫 津南町 津南　中 教頭 桑原　賢司 〃 倉俣中
教諭 丸山　繁夫 〃 上郷中 教諭 鈴木　　道 津南町 上郷中
〃 吉楽　　巖 十日町 吉田　中 〃 清水　正一 〃 津南中
〃 斎喜儀正 〃 水　沢中 〃 小林保子 栄　　村 大面　中

〃 池田　陽子 新　　潟 小針中 〃 大熊　　功 堀之内町 堀之内中

〃 丸山　範子 ド田村 長　沢中 〃 柴田俊美 新採用

倉俣中 校長 三井田勉 長　　岡 太　田　中 校長 剣持利夫 下田村 長沢中
教頭 桑原賢司 中里村 田　沢中 教頭 大森正雄 越路町 越路中
教諭 田村昭午 六日町 六日町中 教諭 佐藤道夫 十日町

吉田中真田分

〃 近藤澄子 （勧退） 〃 入沢真紀子 新採用
〃 佐藤栄一 新　　潟 山ノ下中 〃 横山　正樹 十日町 吉田　中
〃 駒村　　真 〃 大形中 〃 池田雅章 新採用
養教 小林洋子 期間満了 養教 小林洋子 臨時再採用

貝野屯 校長 高頭富夫 小千谷 千田　中 校長 相沢陽一
三　　条 第四中


